
（上）電子工学の講義で日本人教員から電子回路について説明を受けるHELPの学生。大学レベルの専門科目の
授業も基本的に日本語で行われる。午前8時に始まる講義が、午後6時までかかることも
（下）1年目には日本語教室が集中的に行われる（撮影：菅原アラセ）

　
「
こ
れ
は
よ
く
使
う
ベ
ク
ト
ル
解

析
の
手
法
な
の
で
、
し
っ
か
り
覚
え

て
お
い
て
く
だ
さ
い
」

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
か
ら
南
西
へ
車
で
約
１
時

間
。セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
の
州
都
シ
ャ

「
知
識
集
約
型
経
済
」

を
目
指
し
て
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ー
ア
ラ
ム
郊
外
に
、
州
立
工
科
大
学

の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
見
え
て
き

た
。校
舎
の
一
室
で
は
、数
学
の
講
義

を
受
け
る
学
生
た
ち
が
、
教
授
の
一

言
一
句
も
聞
き
逃
す
ま
い
と
真
剣
な

表
情
で
ノ
ー
ト
に
ペ
ン
を
走
ら
せ

る
。ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
か
れ
る

文
字
も
含
め
、
す
べ
て
日
本
語
で
行

わ
れ
る
授
業
。教
壇
に
は
、日
本
の
大

学
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
日
本
人
教

授
が
立
つ
。

　

こ
こ
は
、
理
工
系
マ
レ
ー
シ
ア
人

学
生
の
日
本
留
学
を
支
援
す
る
円
借

款「
高
等
教
育
基
金
借
款
事
業
Ⅲ（
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ⅲ
）」
の
ま
さ
に
最
前
線
。約

２
０
０
０
人
の
志
望
者
か
ら
、
全
国

統
一
試
験
や
面
接
を
経
て
選
ば
れ

た
、80
〜
90
人
の
精
鋭
た
ち
が
学
ぶ
。

　

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ⅲ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

３
年
、日
本
で
２
年
、合
わ
せ
て
５
年

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
る
。

最
初
の
３
年
で
段
階
的
に
、①
日
本

語
、②
日
本
の
高
校
３
年
生
レ
ベ
ル

の
数
学
、
化
学
、
物
理
、③
日
本
の
大

学
の
１
〜
２
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
相
当
す
る
専
門
科
目
を
学
ぶ
。そ

の
後
、
晴
れ
て
日
本
の
大
学
の
３
年

生
に
編
入
し
、
電
気
工
学
や
機
械
工

学
を
専
攻
。２
年
間
の
留
学
で
日
本

の
大
学
の
学
位
が
取
得
で
き
る
ほ

か
、
そ
の
間
の
学
費
や
生
活
費
も
支

給
さ
れ
る
。学
生
の
受
け
入
れ
に
協

力
し
て
き
た
大
学
は
、
国
立
・
私
立

合
わ
せ
て
56
大
学
に
上
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
は
、「
２
０
２
０
年
ま

で
の
先
進
国
入
り
」を
目
指
し
、高
度

な
技
術
・
産
業
に
支
え
ら
れ
た
「
知

識
集
約
型
経
済
」
へ
の
移
行
に
力
を

入
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
、工
学

分
野
で
活
躍
で
き
る
産
業
人
材
の
育

成
が
不
可
欠
だ
。そ
こ
で
マ
レ
ー
シ

ア
が
注
目
し
た
の
が
、
高
い
科
学
技

術
力
を
持
つ
日
本
だ
っ
た
。１
９
８

０
年
代
以
降
、「
ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト

政
策
」※
の
下
で
推
進
し
て
き
た
理

工
系
学
生
の
日
本
留
学
。Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ

は
そ
の
支
援
策
と
し
て
92
年
に
始
ま

り
、現
在
3
期
目
を
迎
え
て
い
る
。

　
「
日
本
の
技
術
力
の
秘
密
を
知
り

た
い
」「
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
日
系
企

業
で
働
き
た
い
」―
。さ
ま
ざ
ま
な
希

望
を
胸
に
、海
を
越
え
、日
本
に
や
っ

て
き
た
学
生
た
ち
。「
来
日
当
初
は
講

義
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
し

た
」
と
話
す
東
京
理
科
大
学
工
学
部

２
年
生
の
ヌ
ー
ル
・
ア
シ
ラ
・
ビ
ン

テ
ィ
・
モ
ズ
リ
さ
ん
も
、「
今
は
日
本

語
に
も
慣
れ
、
恵
ま
れ
た
研
究
設
備

や
教
授
の
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ

で
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
」と
話
す
。材
料
工
学
を
専
攻

し
て
い
る
彼
女
は
現
在
、
環
境
負
荷

の
少
な
い
「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
の
研
究
に
打
ち
込
む
。「
将
来
は

母
国
で
研
究
者
と
し
て
、
環
境
素
材

の
研
究
開
発
に
携
わ
り
た
い
」
と
夢

を
抱
く
。

　

ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理

工
学
研
究
科
で
無
線
通
信
技
術
を
学

ぶ
ア
ブ
ル
・
ハ
サ
ン
・
ジ
ョ
ハ
リ
さ

ん
は
、「
日
本
人
の
勤
勉
性
は
、
私
た

ち
の
国
に
こ
れ
か
ら
最
も
必
要
と
さ

れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。日
本
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
将
来
は
半

導
体
関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
て

マ
レ
ー
シ
ア
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
」と
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
話
す
。

２
年
半
前
に
来
日
し
た
彼
は
、
同
大

学
の
学
士
課
程
で
電
子
回
路
の
デ
ザ

イ
ン
を
学
ん
だ
後
、Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
大

学
院
枠
に
志
望
。「
よ
り
高
度
な
専
門

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
た
い
」
と

い
う
思
い
で
、
さ
ら
に
意
欲
的
に
研

究
に
励
ん
で
い
る
。

　

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
が
始
ま
っ
て
今
年
で
18

年
。09
年
度
ま
で
に
日
本
に
留
学
し

た
学
生
は
８
６
１
人
に
上
る
。卒
業

生
の
多
く
は
、
製
造
業
、
電
気
通
信
、

Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
地
元
の
民
間
企
業
に

就
職
し
、
主
に
研
究
者
や
エ
ン
ジ
ニ

日
本
の
技
術
力
を
財
産
に

国
の
発
展
を

高度な技術・産業に支えられた「知識集約型経済」への移行を目指すマレーシア。
その上で欠かせない工学系高等教育を推進するため、

マレーシアはJICAの協力の下、理工系学生の日本留学を支援している。

日本で育つ
研究者・エンジニアの卵たち

※日本や韓国の経済発展の経験を手本とする政策。1981年に、マハティール首相（当時）が提唱した。

学生が留学先の大学を検討できるように、マレーシアでは日本の大学関
係者による留学説明会も開かれている

マレーシア

ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。「
日
本
語

が
堪
能
な
だ
け
で
な
く
、
仕
事
に
対

す
る
責
任
感
が
あ
り
、
期
待
通
り
の

働
き
を
し
て
く
れ
る
。即
戦
力
と
し

て
貴
重
な
人
材
で
す
」と
、卒
業
生
の

就
職
先
の
一
つ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
レ
ー
シ
ア
株
式
会

社
・
取
締
役
の
岩
城
宏
之
さ
ん
も
、

そ
の
働
き
ぶ
り
を
評
価
す
る
。

　

科
学
技
術
力
の
高
い
日
本
で
培
か

っ
た
専
門
知
識
・
技
術
。今
後
も
そ

の
貴
重
な
財
産
と
と
も
に
、
多
く
の

研
究
者
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
卵
た
ち
が

大
空
に
羽
ば
た
き
、
母
国
の
成
長
を

力
強
く
け
ん
引
し
て
い
く
に
違
い
な

い
。２
０
２
０
年
の
目
標
達
成
に
向

け
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
さ
ら
な
る
躍
進

に
、今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

科学技術    高等教育
特集

育て！未来のエンジニア

クアラルンプール

「日本では充実した学生生活を送っている」と話す
ヌールさん（上）と、学会で研究発表を行うアブルさん。
母国の発展に貢献することはもちろん、日本との末
永い“懸け橋”としての役割も果たしていく
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